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問合せ先：日本乳房炎研究会・事務局 
 〒９８１-８５５５ 仙台市青葉区堤通雨宮町１－１ 東北大学大学院農学研究科内  

  TEL：０２２-７１７-８７０４ FAX：０２２-７１７-８８８０   
  e-mail:  nipponmastitis@ml.affrc.go.jp   事務局長：林 智人（(独)農研機構・動物衛生研究所北海道支所） 

   ホームページ：http://www.agri.tohoku.ac.jp/keitai/nyubou/index-j.html   

  期 日 ： 平成２４年１０ 月１２日  （金） 10:00～17:30 
         （受付開始 ９：００） 

  場 所 ：農林水産省共済組合 南青山会館 
   （東京都港区南青山5‐7‐10 TEL: 03-3406-1365） 

    最寄駅：地下鉄銀座線・半蔵門線「表参道」駅（Ｂ３出口） 
  

 参加費： 会員：3,000円 非会員：5,000円 学生会員：1,000円

Ⅰ.  開会  １０：００   
   

 

Ⅱ. 一般講演（募集中） １０：１０～１１：３０ 
 

Ⅲ. ランチョンセミナー（日本全薬工業株式会社） １２：００～１３：００ 

   イージーメディアを用いた乳房炎原因菌の迅速診断 
    三好志朗  (エムズ デーリィ ラボ) 
 

Ⅳ. ポスター発表（募集中） １３：００～１４：００ 
 

Ⅴ. シンポジウム  １４：００～１７：１０ 

   『日本における乳房炎研究の再構築元年！』    
        座長：林 智人 （（独）農研機構 動物衛生研究所） 

   河合一洋 （麻布大学） 

  ◎日本の乳房炎防除をどうすべきか 
     河合一洋 (麻布大学)  
  １．マイコプラズマ感染症の実状と課題 
     樋口豪紀 （酪農学園大学） 

  ２．北海道十勝における乳質の課題と取組み  

     大林 哲 （十勝NOSAI） 

  ３．関東地区の乳質の課題と取組み  
     三浦道三郎 （埼玉NOSAI） 

  ４．愛媛県における乳質の課題と取組み  
     久枝啓一 （愛媛NOSAI）   
  ５．熊本県の乳質改善に向けた取組み 
     小池泰隆 （らくのうマザーズ） 

  ◎総合討論 
 

Ⅵ. 閉会 
 

 日本乳房炎研究会総会 １７：１５～１７：３０ 
 
◆情報交換会: 南青山会館（２号会議室） 
   １７：４５～２０：００  会費別途：４,000円 

演題締切：9月14日 


